
３．単 独 決 算 の 概 要

１．需    要

この結果、販売電力量合計では、２.７％の減少となりました。

（単位：百万ｋＷｈ）

２．供    給

（単位：百万ｋＷｈ）
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はかったことから、安定した供給を維持することができました。
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電灯および電力は、電化機器の普及はありましたが、春先の気温が前年に比べ高く推移したこと

特定規模需要は、東日本大震災の影響による業務用における商業施設などでの稼働減や産業用

による暖房需要の減少などにより、１.８％の減少となりました。
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における紙・パルプや機械工業での生産減などにより、３.４％の減少となりました。
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３．収    支

（１）収    益

（２）費    用

（３）利    益

・

減少となりました。

・

修繕費は、火力発電所の定期検査基数の増加などにより、７６億円（５２.７％）の増加

減価償却費は、定率償却による逓減効果などにより、４億円（△２.０％）の減少と

・

なりました。

・

・

となりました。

ました。

・ 燃料費・購入電力料は、石炭火力の稼働を高めるなど費用の低減に努めましたが、本州方面

なりました。

への電力融通の実施や燃料価格の上昇などにより、７８億円（３４.２％）の増加となり

ました。

支払利息は、金利の低下などにより、２億円（△５.９％）の減少となりました。

以上により、経常利益は、７億円（△１０.６％）減少の５９億円となりました。

その他費用は、原子力バックエンド費用の減少などにより、１１億円（△２.７％）の

な り ま し た 。

この結果、経常費用合計では、１４４億円（１１.８％）増加し、１,３７３億円と

・ 電灯・電力収入は、販売電力量の減少はありましたが、燃料価格の上昇に伴う燃料費調整

・ 人件費は、退職給付会計に係る費用の増加などにより、８億円（６.２％）の増加となり

となりました。

その他収益は、本州方面への電力融通の実施などにより、１３０億円（３４９.８％）の増加

制度の影響などにより、７億円（０.６％）の増加となりました。

・

・ この結果、経常収益合計では、１３７億円（１０.６％）増加し、１,４３３億円と

・

また、四半期純利益は、前年同期に資産除去債務会計基準の適用に伴う過年度分の影響額

を特別損失として計上した反動などにより、３４億円（７,３４４.７％）増加の３４億円と

なりました。



収 支 比 較 表 （単位：百万円）

電 灯 料 59,174 59,228 △ 53 99.9 250,412

電 力 料 67,402 66,597 805 101.2 280,076

(　小　　計　) ( 126,577 ) ( 125,825 ) ( 751 ) ( 100.6 ) ( 530,489 )

そ の 他 収 益 16,743 3,722 13,021 449.8 18,175

［ 売   　　上　   　高 ］ [ 142,443 ] [ 128,520 ] [ 13,922 ] [ 110.8 ] [ 546,080 ]

合 計 143,321 129,547 13,773 110.6 548,664

人 件 費 14,396 13,560 836 106.2 55,275

燃 料 費 ・ 購 入 電 力 料 30,921 23,042 7,879 134.2 121,296

修 繕 費 22,195 14,533 7,661 152.7 91,047

減 価 償 却 費 24,018 24,518 △ 499 98.0 102,240

支 払 利 息 3,487 3,704 △ 217 94.1 14,475

そ の 他 費 用 42,311 43,490 △ 1,179 97.3 139,878

合 計 137,331 122,850 14,481 111.8 524,214
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